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T-1220の 使 用 成 績

伊藤秀夫 ・榎本昭二

岩佐俊明 ・三嶋建次

東京医科歯科大学第二口腔外科学教室

T-1220は 富 山化学 工業株式会社か ら新 し く開発 され

た半 合成 ペニ シ リン系抗生物質であ って,ア ミノベ ンジ

ルペ ニシ リンの誘 導体であ る1)。

わ れわれは このたび本剤の臨床的治療効果を検討す る

機会を得たので,そ の成績を報告す るとともに,同 時 に

行な った唾液内濃度 の測定結果を報告す る。

1. 臨床的治療効果について

1. 対 象 症 例

本剤は グラム陽性お よび陰性の各種細菌に広 く有効 で

あ るが,基 礎的研究結果か らと くにPseudomonas, Pro-

teus, Klebsi8llaに 対 して従来のペ ニシ リン系抗生物質 よ

りす ぐれた抗菌 力が認め られてい る。 また本剤は経 口的

にはほ とん ど吸収 されず,皮 下,筋 注 または静注適用 に

おいてのみ速やか に吸収 され る1)。 しか も最近抗生物質

の著 しい発展に よ り入院 を要す るよ うな重症 の歯性感染

症は非常に少ないので,今 回われわれは術後感染予防 の

目的で本剤を使用 した。

対象症例は男13例,女7例 の20例 であ り,年 齢は15歳

か ら60歳 であ った(Table 1)。 また術式別 にはTable 2

の よ うに,上 顎 洞根 治術6例,嚢 胞摘 出術5例,腫 瘍摘

出術3例,口 唇 口蓋形成術5例,そ の他1例 であ った。

2. 投 与 方 法

投与量 は1回1g,1日2回 と し,す べ て筋 肉内注射

を行 なった。投与期 間は1週 間で あった。

3. 効 果 判 定

次 の ような基 準で有効,無 効を判定 した。

有効: 菌 の検 出を認めず,全 身的お よび局所的 に感 染

を認 めなか った場合。

無効: 菌 の検 出 と感染を認めた場合。

4. 臨 床 成 績

有効19例,不 明1例 で,術 後感染 のみ られた症例はな

か った。不明の1例(症 例20)は 投与後4日 目に全身に

発疹 が出現 し,投 与を中止 した ものである。

副 作用 については,投 与前後 の一般状態,血 液所見,

尿所 見,肝機 能検査を行 なったが,と くに異常の認め られ

た症 例はな く,さ きの1例 に発疹が み られたのみであ る。

投与 前後の主 な臨床検査成績 はTable 3の ごとくであ

る。

II. 筋 注投与に よるヒ ト唾液 内濃 度について

1. 実 験 方 法

T-1220 1gお よび2gを1回 筋 肉内注射 し,30分,

1時 間お よび2時 間後の混合唾液 と,30分 後 の血液を採

取 し,寒 天平板 拡散法 によって濃度 を測定 した。

1) 試験 菌: Sarcina lutea ATCC 9341株 を用いた。

T-1220のMICは 本菌株(108/ml)で0.195μg/mlで

あった。

2) 円筒: 不銹鋼で外径8mm,内 径6mm高 さ10mm。

3) 寒天 平板: シャー レ(内 径90mm)に,Heart In-

Table 1 Distribution of age and sex of patients

Table 2 Operative procedures and diagnosis
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fusion Agar(Difco)を 約20ml流 して平板 とした。この

平板上 に,Heart Infusion brothで 一晩培養 した試験 菌

の菌量108/mlの 一 白金耳 を コンラー ジ棒 で平均 に広げ,

よく乾燥 した後,寒 天表面に4個 の円筒を直径5cm位

の円周上 に,正 六 角形 を形成 する よ うにおいた。円筒を

お く際は,約1cmの 高 さか ら垂 直にお とした。

4) 試験法: 採取 した血 清お よび ミリポアー ・フ ィル

ター(GS型 孔径0.22mμ)で 炉過滅菌 した唾液を生理

的食塩水 で2倍 連続稀釈 し,各 稀釈 液を 円 筒 内 に注 入

し,37℃ で好気的 に一晩培 養 した。培 養後,円 筒周囲の

阻止 円の有 無を判定 した。

2. 実 験 結 果

結 果はTable 4,5の よ うで,唾 液内濃度は19筋 注投

与群では個々の値 に変動 が大 きく,明 らかな ことはいえ

ないが,30分 後 に最 も高い値を示す ものが多か った。 こ

れは基礎実験における ヒ ト血 中濃度で も,投 与30分 後 に

最高値に達 してお り,唾 液内濃度 と一致 してい る。一方

投与30分 後の血中濃度は24.96μg/mlと 唾液 内濃度 に

比較 して,16倍 か ら64倍 の濃度を示 した。

また,2g筋 注投与群では唾液 内濃度は30分 後 と1時

問後がおのおの156μg/mlと 高 い値 を示す ものが多 く,

120分 後 に も唾 液内に検 出 されてお り,1g筋 注投与群

に比べ て長時 間唾液 内に認め られてい る。血 中濃度 は2

g筋 注投与30分 後 では49.92μg/ml,1g筋 注投与群 と

比較 し2倍 の濃度 を示 した。

総 括

T-1220は 新 しい半合成 ペ ニシ リン系抗生物質 で,わ

れわれ は本剤 の臨床的検討 な らびに唾液 内濃度 の測定 を

行 ない次 の ような成績 を得た。

1) 口腔領域 の術後 感染予防に使用 した20例 の うち19

例 が有効 であ った。

2) 副 作用 として20例 の うち1例 に発 疹 が み ら れた

が,一 般血 液検 査,尿 検査,肝 機能検査 には異常 はみ ら

れ なか った。

3) 唾液 内濃度は投与後30分 で最高値 を示 し,血 中濃

度の1/16～1/64の 濃度 であった。

4) 2g投 与では投与後120分 まで唾 液 内 に 認 め ら

れ,19投 与 よ り長時 間唾液 内に存在 し,血 中濃度は2

倍の濃度 を示 していた。
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T-1220 is one of new semisynthetic penicillin antibiotics. Clinical investigation and 
measurement of salivary levels of this medicine were carried out, and we obtained the 
results, as follows. 

1) It was effective in 19 out of 20 cases used for prophylaxis against postoperative 
infections in the region of oral cavity. 

2) As side effect, exanthema was found in one case out of 20, but any abnormality 
was not observed in general hematological test, urine test and liver function test. 

3) The highest level of this medicine in saliva was found at 30 minutes after 
administration, but it was only 1/16-1/64 of intrabloody levels. 

4) In the group administrated 2 g, this medicine could be detected in saliva until 
120 minutes after administration and was detected for longer time than the group ad-
ministrated 1 g. 

As for intrabloody levels of this medicine, the former group was also twofold higher 
than the latter group.


